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今回入学を許可された者は、 文理学部 185名、 教育学部





本学は、 教職員764名、 学生数約3.800名で、 富山市五福
















じております。 移転新 築は焦眉の急務で、 実現に努力いた
しております。
大学の制 度、 機構の改革は、 全国的に各大学、 諸種の機
関によって検討され、 いろいろの案が出されつつあります















系の学科から、 語学、 史学、 哲学にいたる文科系の学閉ま
で、 数多くのものを学習されなくてはなりません。 これら
を総合し、 消化して自分が応用できる知恵とし、 自己の世






関 係 法 令
（融雪）
と経営短期大学部が併設されており、 高岡市に工学部があ ｜ 法 律
ります。 各学部とも古い伝統と歴史を有し、 長きは80年go I 国立学校設置法の一部を改正する法律（17) 4-13 
間和45年4月・ 5月 学 報 第125・126号
国家公務員等の旅費に関する法律の一部を改正す ｜ （同9-17) 4.27 
る法律（23) 4.17 I訓 令
所得税法の一部を改正する法律（36) 4. 30 
恩給法等の一部を改正する法律（99) 5.26 















（文部 6 ) 4. 1 
国立大学の学科及び課程並びに講座及び学科目に
関する省令の一部を改正する省令（同 7 ) グ
義務教育費国庫負担法第2 条但書の規定に基き 教
職員給与費等の国庫負担額の最高限 度を定める政
令施行規則の一部を改正する省令（同16) 4. 2 
国立学校設置法施行規則の一部を改正する省令
（同 8 ) 4.13 
国立大学の学科及び課程並びに講座及び学科目に
関する省令の一部を改正する省令（同 9 ) 。










（大蔵40) 5. 1 
規 則
職員の勤務時間等の基準の一部を改正する規則
（人事院15ー1 ) 4.10 
人事院事務総局の組織の一部を改正する規則










































「｜法規及び管理J 2 J」を「 ｜法規及び管理J 1 J」に改める。
別表（1）の機械工学科の表の関連科目中
「 ｜電子計算機J 1 J」を「｜電子計算機J 2 J」に改める。
「｜化学工学第2 J 2 J」を削る。
附 則
- 2ー






富山大学工学部 規則 の一部 を改正する規則 を次のように
制定する。
3. 昭和45年度富山大学経 済学部 専攻科 入学者選抜試験
合格者の判定について
昭和45年5月22日






2 .  オリエンテ」ションについて
富山大学工学部 規則 （昭和25年12月15 日制定〉 の一部 を｜第3固評議会 （4月20日）
次のように改正する。 ｜ 審議事項
別表（1）の生産機械工学科 の表の関連科 目中 ! 1. 入学式当日の学内状況について
「 「 I 2. オリエンテ』ションについて





｜応用 数学第 1 [ 4 
｜ 第4固評議会 （4 山 ）
｜ 」 ｜応用 数学第2 1 2」 ｜ 審議事項
別表（1）の化学工学科 の表の関連科 目中
「 「
応用 数学l 6 l を I I I に改M。｜ ｜｜ 
間数学第1 1 4 




1. 学 生の 除籍について




2 . 名誉教授 の称号授 与について
第6固評議会（5月22日）
審脅事項諸 会 議 1. 工学部 規則 の一部 を改正する規則 の制定について
第1図評議会 （4月1日〉
審議事項




加 川 幸 雄
脇 功 己
原 田 良 雄
2. （学士） 編入学について
3. 名誉教授 の称号授 与について





異 動 内 廿'*' l 葺令年月日 ｜ 尭 令 者
教授 （工学部 〉 に採用 する I 4 5 . 4 .  1 文 部 大臣
// 。 // 。 // 
講師 （ 薬学部 ） // // ｜ 富山大学長
講師 （教養部 〉 ィ7 ィア グ




森 克 徳 助手 （文 理学部） 。 // 富山大学長
潰本 伸 治 。 。 。 。 // 
森 佳 洋 助手 （ 薬学部 〉 // 。 砂
後 藤 義 明 ィ？ （ グ イ少 〈？ // 
森 井 孫 俊 // グ ） 。 // ィP
中 山 法 遂 教諭（教育学部 附属中学校） ィP 。 。
- 3ー
昭和45年4月・ 5月




高 橋 義 夫
柴 田 利 治
坪 田 広 信
山田 正 芳
浜 井 幸 作
今 井 啓 子
田 中 幾 代
前 田 洋 美
吉 田 順 子
宮 城 正 子
吉 井 英 一
中 田 三 郎
田 中 晋
小 泉 徹
石 田 安 弘
中 谷 唯 一
桜 井 雅 楽
土 井 盛 治
竹 岡 環
事 蔵 北 博









部長 〉 井 波 勝 二
泉 田 利 享





。 4ア // 
教諭（教育学部 附属小学 校 〉 // 





事 務員（附属図書 館） 4ア
用務員（教養部作業 員） // 
事 務補佐 員（庶務部 庶務課 〉 // 
// // イア
// （経理部 主 計課） // 
// （附属図書 館） 。
文 部技官〈 薬学部） 。
教授（ 薬学部〉 に昇任させる
助教授（文 理学部 〉 // 
// （教育学部 〉 // 













経 営短 期大学部 。
庶 務部庶 務課庶 務係長に配置換する
// 。 文 書 係長 // 



















沢崎 武 逸 軽理部 主 計課司 計係長









































昭和45年 4月・5月 学 報 第125・126号
早崎寛威 // 。 用度係長 // // グ
山下寿和 学 生部 学 生課学 生係長 グ 。 グ





務生 官課長 ｝ 島 倉 重 ニ
。 厚生課厚生係長 。 。 // 
鏑 木 隆 二 文理 学部 庶務係長 9 // // 
中 林 邦 夫 教育学部 会計係長 // 。 // 
永 森 俊 夫 // 学務係長 // // 4ア












船見幸生 グ学務係長 。 // // 
吉田徳正 工学 部庶務係長 ィP // 。
（ 薬文 学部部事会計務係 官長 ） 高 木 行 則 グ 会計係長 グ 。 A’ 
（ 文庶務





























山岸 長 幸 工学部に国置換する // // 
高瀬邦弘 庶務部 庶務課に配置換する イア 。
堀 口 勲 // // // // ィ？
林 征 紀 経理 部 経理 課 // // // 
中川 巌 // // 。 4ア 。
書
〉 黒田芳雄 学 生部厚生課 ィ7 。， // 





今 江 秀 男 文理 学部に配置換する // 。
村 沢 巌｜ // // // グ
官首部 謀）
） 
東 敏 // // // // 
松井博 文 教育学部 。 。 。
大崎秀雄 // グ 4ア 。
堀 利 秋 。 。 // 。
土 肥 隆 三 // 。 。 。
北 林 恒 好 // // // 。
安部 吉孝 経 済学部 // 。 。
金 沢 不二夫 // 。 。 // 
中田置永日 薬学 部 // イア // 
林 清 治 // // // 4ア
地崎 昇 工 学 部 // // // 
















（ 薬教 企で誼「． 授部 〉
（ 教教 養 授部 〉




成瀬正夫 ｜ 富吋文理 学部 会計係長に転任させる
小 林 武 。 経 済学部庶 務係長 // 
堀 井 貞 次 。 // 会計係長 // 
折田 清 グ薬 学 部に転任させる
本田八郎 。 工 学 部 // 
島田政信｜富山工業 高 等専門 学 校に出向させる
奥 田 真 一
金定良治
野 田 豊
安 守 数 雄
堀 井 貞 次
奥 野 武 則
田 中栄吉
永 原 茂




植 村 元 覚
三 国 一 義















文 部事 務 官 （文理 学部〉に降任される












































































































（工 学 部 電 工）
平八郎智調R
// 辞職を承認する人寛山茶










4. 1 1  I I/ 
。
4. 15 I I/ 
。。教務補佐員 （工学部）彬清





I/ // 臨時用務員 （ 教育学部作業員）治健賀多





臨 時 用 務 員
〈教育学部作業員）
（ 教養 部 作業 員）
支晋一夜一官




45. 文部技官 （工学部） に採用する須美子西大
1 I I/ 
グ




45, // 事務補佐員 （薬学部）
子津美
井津
5. 45. // 技能補佐員 （ 教育学部長夫）雄芳林坂
I/ 富山大学文理学部講師に昇任させる昭正木鈴助 手（九州大学理学部）
事務補佐員 （学生課） に採用する官和堀
// ィア事務補佐員 （文理学部〉路明J 11 堀
// // 。。チイコ瀬
岩
45. 5 .  13 I グ
45. 5, 151 // 
45. 5 .  16 I グ
45. 5 . 25 I // 






























学文理学部助教授、 同4 3年薬学部 教授に昇任、 富山大学大
学院薬学研究科担任、 同44年2月富山大学評議 員に併任さ
れた。


























































































昭和15年3 月 京城帝国大学法文学部 哲学科卒
グ 23年1 2月 富山師範学校教授
// 26年3月 富山大学 教育学部助教授
グ 43年6月 同 教授
発達心理学担当。 富山県魚津市出身。
O黒 坂 富 治
昭和 11年3 月 東京音楽学校甲種師範科卒
。 18年4月 富山師範学校助教授
。 25年4月 富山大学 教育学部助教授
グ 41年 3月 同 教授
// 44年3月 附属中学校長併任





























師範学校教授 、 岡山年5月富山大学の発足とと も に 同 大
学 教授となり、昭和45年3月定年退職されるま で の 28カ
年余、終始熱心に学生の教育、指導ならびに体育の振興に
尽痔されたばかりでなく、本学評議 員を昭和32年6月から
同44年5月まで 6期、 建築 委員 会 委員 3期、補導協議会 委
員 2期、 認定講習委員会委員 6期の他体育関係各委員会 委
員を、また、本学教養部の設置にあたり教養部設立準備委
員 会 委員、ついで教養部運営協議会 委員として本学の管理
．運営に多大の業積を残された。
























学 生 部 森田 弘 文理学部 毛利 勉
教育学部 小沢慎一郎 教育学部 永森清太郎
0勤続20年
庶部 部伊東 与三次 経 理 部 高見茂義
学 生 部 高崎 公文 学 生 部 島倉 重二
// 藤田 正義 文理学部 中川 正之
文理学部 田中専一郎 イ？ 川瀬 義之
教育学部 吉田 博 教育学部 白川 郁子
。 畠山 和子 � 小林 大市
経済学部 大谷 明夫 経済学部 岩淵 富治
� 森田美喜子 薬 学 部 志甫 伝逸
薬 学 部 大浦 彦吉 グ 小川 君子
工 学 部 浅間 忠知 工 学 部 斉藤 仁代
。 嶋尾 一郎 � 岡田 粂二
// 泉田 利享 � 山本喜大郎
q 中村 恵二 q 石崎 平三
q 神島 弥省 教 養 部 黒田 信吉
教 養 部 酒井 正保 附属図書館 多賀政信



























外国人教師の着任について ｜ られないままストに入ることが出来なかったが、遂に 5月
文理学部文学科ドイツ文学研究室では、授業の充実をは 1 8 日、文理学部理学科は学生大会を聞き、教養部と同 じよ
かるため、かねてから関係方面ヘドイツ人教師の推せん方 ｜ うなスロ』ガンで、無期限ストに突入した。 このように学生
を依頼中のととろ、さきほど文部省の承認を得て、 グォル ｜ の動きは流動的で、平静に授業が行なわれる状態にはなっ
フガンク ウィルヘルム氏に5月 1 日付け富山大学外国人 ｜ ていない。
教師を委嘱し、過日本学に着任された。 ｜ 新入生を迎えて4月20日の入学式は、全共闘系学生によ
ヴォノレフガンク ウィノレへJレム氏は、ドイツ連邦共和国 ｜ る妨害で遂に入学式を行なうことができず、各学部分散で
〈西ドイツ〉ハンフ・Jレクに国籍をもち、1941年生れ28 才ハン ｜ 行なわざるを得なかった。
フ・1レグ大学、ヱノレヲンゲシ （エュルンペJレク）大学およびチ ｜ こうした状況の中で、教養部自治会執行部など学寮を合









本学には少くとも 2カ年間在任し、ドイツ文学専攻学生 ｜ 全学集会 （ 団交）は、4 月27日13時すぎから、学生、教
























































富山大学長 後 藤 秀 弘
大学が本来研究と教育の場であることは、今さらいうま




















実施年月日 昭和45年4月11日 （ 土）
場 所 不二越体 育 館
参加機関 7機関 （9 チ」ム）





実施年月日 昭和45年5月20日 （ 水）、21 日 （ 木）
場 所 不二越球 場
参加機関 14機関 （16チ』ム〉
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文部事務官 今江 秀男 ィ？ 平田 一郎教育学郵 助 教 授 間庭 充幸
助 教 授 中川 昨
// 宇尾野逸作
// 中村 岡リ
講 師 新福 祐子 // 奥貫晴弘
助 手 竹内 茂弥 // 有沢 一男
グ 穴山 彊 講 師 畠 僑三
事務補佐員 増田 信子












講 師 竹口 紀晃
主 要 日 誌
// 脇 功己
助 手 的場 勝英 l本
4月1 日 第1回評議会
// 岡村 昭治 2 日 昭和45年 度入学合格発表
学寮補導委員会
。 棚田 成紀 3 日 大学問題対策本部会議
6 日 公務員宿舎委員会
文 部 技 官 脇 浩子 15日 昭和45年 度富山大学薬学部・ 工学部大学院入学
式
文部事務官 平野 茂良 大学問題対策本部会議
工 学 部 16日 補導協議会 と学寮補導委員会との合同会 議
教 授 田中 久弥 17日 補導協議会
第2回評議会
砂 原 健一 20日 各学部毎分散入学式
第3回評議会




教 養 鶴 25日 大学問題対策本部会議
教 授 柿同 時正 27日 全学集会 （団交）
28日 大学問題対策本部会議






















15日 教授会 ・ 人事教授会
16 日 理学科 教官会議
22日 教授会
24 日 新入学生に対する学部 オリエンテ」ジョン及び
健康診断
25 日 教授会（緊急〉
5月6 日 理学科 教官会議
7 日 X線間接撮影
8 日 午後 2時から理学科学生大会 が聞かれ同 9時4 0
分頃賛成61、 反対26保留22で無期限スト決議
9 日 学部対策委 員会
11日 教授会（緊急）
1 2日 教授会（緊急〉 前 日 に引続き開催
13日 教授会
15 日 学部集会（理科学・学友会 との団交）
16日 昭和44年 度後学期授業終了〈理学科 3年次）
18日 文理学部長候補者選挙管理委 員会
L�育学 部J
4月1 日 教務・ 補導合同委員会、 教授会




10 日 教育実習委員会 特別教職課程委 員会
附属幼稚園入園式
13日 教務委員会
14 日 職業補導委員会 昭和44年度後期授業終了





24日 学部オリエンテージョ ン 学生健康診断
25 日 教授会（緊急〉
5月1白 人事教授会
6 日 教務委 員会 教授会X線間接撮影
7 日 将来計画委 員会
1 2日 教育実習 打合せ会
14日・ 15 日 全国国立大学 教育学部長会議（於・ 神戸
大学）
15 日附属小学校研究発表会
15 日・ 16 日 日 教協北陸地区第 2部会技術科研究協議
会
18日 教授会（緊急〉
20日 教務委員会 教授会 人事教授会




27 日 予算委 員会 教授会
｜経済学 部1
4月1 日 第1回教授会 第1会 教務委 員会
8 日 第2 回教務委 員会
15 日 第2 回教授会 第3回教務 委員会
23 日 第 4回教務委員会
24 日 新入学生健康診断
5月6 日 第3回教授会 第5 回教務委 員会
13日 第4 回数授会
16 日 第5 回教授会
薬 学 部
4月1 日 教授会








5月6 日 教授会 人事教授会
8 日 健康診断実施
9 日 昭和45年 度 日本薬学会北陸支部春季例会
11 日 学部職業補導委員会



















28日 教 職員 懇談 会
30臼 教養部学生に対する講演
5月6 日 一般教授会 専任教授会 研究科委員会





20日 学生教 職員 定期健康診断ex鶴間接撮影〉




｜教 養 部 ｜
4月2 日 無期 限学生ストライキ』 に入る 教授会
学生委員会
8 日 図書委員会 教授会








23日 オリ エンテ』 ショ ン、 教授会
27日 教授会
30日 学 部講演 会 教授会 学生委員会、 報道委員会
合同会議






20日 教授会 学生大会 てo無期 限 ストライキ解除決議






8 日 図書館 職員研修会
15日 図書館 職員研修会
16日 事務打合会
21日 図書館 商 議会
22日 図書館利用オリ ヱンテ』 ジョ ン
5月1日 事務打合会
2 日 県立図書館との交歓野球試合
6 日 図書館 職員研修会
7日 富山 県図書館協会定期総会
12日・13日 第20回 北信 地区図書館協 議会 （於・福井
大学 〉
20日 図書館 職員研修会 事務打合会
27日 図書館 職員研修 会
｜経営短期大学部｜
4月13日 第1回教授会 入学 生歓迎会






28日 第5回教 捜 会
編 集
富 山 大 学 庶務 部 庶務 課
富 山市五福3 1 9 0 
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